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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 45,555 6.8 859 △1.2 937 △0.8 665 6.2

29年3月期第2四半期 42,672 4.8 869 41.0 945 33.5 626 9.4

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　772百万円 （20.7％） 29年3月期第2四半期　　639百万円 （19.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 49.88 ―

29年3月期第2四半期 46.95 ―

※株式給付信託（BBT）を導入したことに伴い、株主資本において自己株式として計上されている信託が所有する当社株式は、1株当たり四半期純利益の算定
上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 46,645 13,368 28.6 999.17

29年3月期 45,984 12,735 27.6 951.52

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 13,340百万円 29年3月期 12,703百万円

※株式給付信託（BBT）を導入したことに伴い、株主資本において自己株式として計上されている信託が所有する当社株式は、1株当たり純資産の算定上、期末
発行済株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 9.00 ― 10.00 19.00

30年3月期 ― 10.00

30年3月期（予想） ― 10.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 93,000 2.3 1,900 △2.0 2,020 △3.4 1,330 △3.7 99.61

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

owner
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 13,610,970 株 29年3月期 13,610,970 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 259,179 株 29年3月期 259,879 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 13,351,443 株 29年3月期2Q 13,351,286 株

※期末自己株式数及び期中平均株式数については、株式給付信託（BBT）の信託財産として、信託が所有する当社株式が含まれております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法について）

当社は、平成29年12月6日(水)に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。当日使用する決算補足説明資料については、開催後速やかに当社
ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は回復し、雇用・所得環境は改善傾向が続くなど、

景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、深刻な人手不足への懸念や地政学的リスクの高まりなど、景気

の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

当住宅関連業界におきましては、昨年から続く日本銀行のマイナス金利政策による低金利に加え、雇用・所得環

境の改善や消費者マインドの持ち直しもあり、当第２四半期連結累計期間における新設住宅着工戸数は前期比0.7

％減と前年を下回ったものの、依然として高い水準で推移しました。また、当社グループの主なターゲットである

持家・分譲戸建住宅の着工戸数につきましても、前期比1.5％減となりました。

このような状況の中で、当社グループは、引き続き「耐震」「ゼロエネルギー住宅」「高齢者等への配慮住宅」

に関連する商材の提案促進、リフォーム需要の取り込み、非住宅市場の需要開拓など成長分野での販売強化を図る

とともに、工務店との連携を強め、工事力の強化に努めてまいりました。

また、昨年、地震により被災した熊本地区におきましては、円滑な資材供給等の復興支援を継続してまいりまし

た。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、45,555百万円（前年同期比6.8％増）となりました。利

益面につきましては、物流費や人件費の増加などもあり、営業利益は859百万円（前年同期比1.2％減）、経常利益

は937百万円（前年同期比0.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は665百万円（前年同期比6.2％増）とな

りました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

＜建材事業＞

九州、中国及び四国地区にて建材・住設機器の展示会「アイラブホームフェア」を開催し、新規需要の喚起やリ

フォーム需要の掘り起こしを図るとともに、工務店との連携による工事力の強化、ゼロエネルギー住宅や長期優良

住宅の提案促進に注力してまいりました。また、昨年、震災が発生した熊本地区におきましては、当社グループ内

での連携を強化し、資材の安定供給を継続してまいりました。

この結果、当事業の売上高は33,168百万円（前年同期比0.9％増）となりましたが、物流費や人件費の増加など

もあり、営業利益は675百万円（前年同期比9.9％減）となりました。

＜生活事業＞

北海道、東北及び関東地区を中心に営業活動を行なっている生活事業において、量販店向けの季節家電の販売が

大幅に伸びたことに加え、住設機器、ＤＩＹ等の販売も好調に推移しました。

この結果、当事業の売上高は3,768百万円（前年同期比12.1％増）、営業利益は58百万円（前年同期比56.3％

増）となりました。

＜加工事業＞

持家、分譲戸建住宅及び賃貸住宅の建築需要が底堅く推移したことを背景に、新規顧客開拓を進めるとともに、

住宅の完成まで請負う工事の受注に注力してまいりました。

この結果、当事業の売上高は6,445百万円(前年同期比3.9％増)となりましたが、物流費や人件費の増加などもあ

り、営業利益は318百万円(前年同期比0.0％増)となりました。

＜その他＞

ＤＳ ＴＯＫＡＩ㈱、太平商工㈱の事業をそれぞれ報告セグメントに含まれない事業セグメント「その他」に区

分しております。

ＤＳ ＴＯＫＡＩ㈱の事業内容は主として建設業及び介護関連事業であります。太平商工㈱の事業内容は産業資

材の販売であり、平成28年10月に同社を子会社化しております。

当事業の売上高は2,368百万円（前年同期比379.6％増）、営業利益は70百万円（前年同期は営業損失20百万円）

となりました。
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(2) 財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

資産合計は前連結会計年度末と比べ660百万円(1.4％)増加し、46,645百万円となりました。「現金及び預金」が

633百万円、「電子記録債権」が179百万円それぞれ減少しましたが、「未成工事支出金」が537百万円、「受取手

形及び売掛金」が504百万円、「商品」が362百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。

負債合計は前連結会計年度末と比べ27百万円(0.1％)増加し、33,277百万円となりました。「長期借入金」が332

百万円、「短期借入金」が204百万円それぞれ減少しましたが、「支払手形及び買掛金」が599百万円増加したこと

が主な要因であります。

純資産合計は前連結会計年度末と比べ633百万円(5.0％)増加し、13,368百万円となりました。「利益剰余金」が

531百万円、「その他有価証券評価差額金」が100百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。

　

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べ566百万円(8.5％)減少

し、6,065百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは146百万円(前年同期は445百万円)と

なりました。

　これは主として、「たな卸資産の増加額」が921百万円、「売上債権の増加額」が321百万円、「出資金清算

益」が84百万円であった一方で、「税金等調整前四半期純利益」が1,023百万円、「仕入債務の増加額」が544百

万円であったことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、0百万円(前年同期は△96百万円)

となりました。

　これは主として、「有形固定資産の取得による支出」が130百万円であった一方で、「出資金の分配による収

入」が89百万円、「定期預金の払戻による収入」が68百万円であったことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、△714百万円(前年同期は△687百

万円)となりました。

　これは主として、「長期借入金の返済による支出」が427百万円、「配当金の支払額」が134百万円、「短期借

入金の減少額」が110百万円であったことによるものであります。

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月８日に公表いたしました連結業績予想から修正は行なっておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,728 6,095

受取手形及び売掛金 18,542 19,047

電子記録債権 1,313 1,134

商品 2,546 2,909

未成工事支出金 746 1,283

その他 673 658

貸倒引当金 △19 △19

流動資産合計 30,532 31,108

固定資産

有形固定資産

土地 6,523 6,494

その他（純額） 3,311 3,246

有形固定資産合計 9,834 9,740

無形固定資産 353 322

投資その他の資産

退職給付に係る資産 166 180

その他（純額） 5,121 5,318

貸倒引当金 △23 △26

投資その他の資産合計 5,265 5,472

固定資産合計 15,452 15,536

資産合計 45,984 46,645
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,863 14,462

電子記録債務 11,253 11,198

短期借入金 1,990 1,785

未払法人税等 496 316

賞与引当金 451 444

その他 1,148 1,294

流動負債合計 29,203 29,501

固定負債

社債 200 200

長期借入金 2,261 1,929

役員退職慰労引当金 140 131

役員株式給付引当金 13 17

退職給付に係る負債 132 141

その他 1,298 1,355

固定負債合計 4,045 3,775

負債合計 33,249 33,277

純資産の部

株主資本

資本金 400 400

資本剰余金 997 997

利益剰余金 11,027 11,558

自己株式 △163 △162

株主資本合計 12,261 12,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 482 582

退職給付に係る調整累計額 △40 △35

その他の包括利益累計額合計 442 547

非支配株主持分 31 27

純資産合計 12,735 13,368

負債純資産合計 45,984 46,645
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 42,672 45,555

売上原価 37,584 40,070

売上総利益 5,087 5,485

販売費及び一般管理費 4,217 4,626

営業利益 869 859

営業外収益

受取利息 4 3

受取配当金 16 17

仕入割引 75 75

不動産賃貸料 77 75

その他 71 65

営業外収益合計 246 237

営業外費用

支払利息 14 10

売上割引 101 110

不動産賃貸費用 22 22

その他 32 15

営業外費用合計 170 158

経常利益 945 937

特別利益

固定資産売却益 0 2

投資有価証券売却益 50 0

出資金清算益 － 84

特別利益合計 50 87

特別損失

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 1 0

災害による損失 15 －

特別損失合計 17 0

税金等調整前四半期純利益 978 1,023

法人税、住民税及び事業税 344 353

法人税等調整額 5 3

法人税等合計 350 356

四半期純利益 628 667

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 626 665
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 628 667

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6 100

退職給付に係る調整額 5 4

その他の包括利益合計 11 104

四半期包括利益 639 772

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 638 770

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 978 1,023

減価償却費 257 235

のれん償却額 21 27

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △6

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △113 △9

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 5 4

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △5 9

工事損失引当金の増減額（△は減少） 42 －

受取利息及び受取配当金 △21 △21

支払利息 14 10

固定資産売却損益（△は益） △0 △2

固定資産除却損 1 0

投資有価証券売却損益（△は益） △50 △0

災害による損失 15 －

出資金清算益 － △84

売上債権の増減額（△は増加） △446 △321

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,627 △921

その他の流動資産の増減額（△は増加） △61 0

その他の固定資産の増減額（△は増加） 8 △22

仕入債務の増減額（△は減少） 569 544

その他の流動負債の増減額（△は減少） 865 182

その他の固定負債の増減額（△は減少） 44 7

小計 486 658

利息及び配当金の受取額 21 21

利息の支払額 △14 △9

法人税等の支払額 △367 △523

災害損失の支払額 △15 －

補助金の受取額 335 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 445 146
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3 △2

定期預金の払戻による収入 7 68

短期貸付金の増減額（△は増加） 21 －

有形固定資産の取得による支出 △83 △130

有形固定資産の除却による支出 △0 △0

有形固定資産の売却による収入 0 2

無形固定資産の取得による支出 △9 △7

投資有価証券の取得による支出 △11 △13

投資有価証券の売却及び償還による収入 57 0

出資金の分配による収入 － 89

長期貸付金の回収による収入 0 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △100 －

投資不動産の取得による支出 － △7

その他 25 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △96 0

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 65 △110

長期借入れによる収入 145 －

長期借入金の返済による支出 △752 △427

リース債務の返済による支出 △22 △20

割賦債務の返済による支出 △16 △16

自己株式の取得による支出 △120 －

自己株式の売却による収入 119 －

配当金の支払額 △106 △134

非支配株主への配当金の支払額 － △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △687 △714

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △338 △566

現金及び現金同等物の期首残高 5,286 6,631

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,948 6,065
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３建材事業 生活事業 加工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 32,716 3,360 6,101 42,178 493 ― 42,672

セグメント間の内部
売上高または振替高

142 0 104 246 ― △246 ―

計 32,858 3,360 6,205 42,424 493 △246 42,672

セグメント利益
または損失(△)

749 37 318 1,106 △20 △215 869

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業及び介護関連事業であり

ます。

２ セグメント利益または損失の調整額△215百万円には、主に各報告セグメントに配分していない全社費用△

217百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益または損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３建材事業 生活事業 加工事業 計

売上高

外部顧客への売上高 33,026 3,766 6,393 43,187 2,368 ― 45,555

セグメント間の内部
売上高または振替高

141 1 51 194 ― △194 ―

計 33,168 3,768 6,445 43,381 2,368 △194 45,555

セグメント利益 675 58 318 1,053 70 △264 859

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設業、介護関連事業及び産業

資材の販売であります。

２ セグメント利益の調整額△264百万円には、主に各報告セグメントに配分していない全社費用△269百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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